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第一章　概　　要



1－1　特長‘

／標準機能／

1）分解能
2）セトリング・タイム

3）出力レンジ（ジャンパー設定）

12　ヒット

10　〟S

ユニポーラ時　　　　　0　～　＋　2．5　V

バイポーラ時

0　～　＋　5．0

0　～　＋10．0

±　2し5　V

±　5．0
±10．0

4）2’コンプリメンクリ・コード対応（ジャンパー設定）
5）全チャネル同時出力機能（シンクロナス機能）
5）強制0V出力機能（ゼロ機能）
6）完全アイソレーション構成

／オプション機能／
出力形式　　　　標準時 各チャネル電圧出力

オプション時　　　搭載中のチャネル中にて0－20mA、4－20mA
に変換可能（4チャネル単位）

ー1－



年

1－2　仕様

インターフェース部

電気的仕様（特に記述のない限り、TA＝25℃、規定電源電圧）

バス形式 V M E　 b u s （R ．9 V ．C ）準拠

ア ドレス ■ A 1 6 ／ A 2 4 ピット・ア ドレス対応

占有ア ドレス2 5 6 バイ ト

上位ア ドレス ：ロークリスイッチにてフルデコー ド

A M コー ド 特権、非特権、特権／非特権　 データ ・アクセス
シ去－ トⅠ／ 〇 ・アクセス ■

転送デー夕晴 D 8 ‾／D 1 6

モー ド スレーブ

インターラプ ト‘ ノーサポー ト

動作表示 スレーブアクセス時にL E D 点灯

アナログ部　（電圧出力時）

出力チャネル 8 チャネル

出力電圧 レンジ ユ ニポ ーラ時 ：0 ～　 2 ．5 ［Ⅴ］

0 ～　 5 ．0 ［Ⅴ］

0 ～ 1 0 ．0 ［Ⅴ］

バ イポーラ時 ： ■±　 2 ．5 ［Ⅴ］

±　 5 ．0 ［Ⅴ］

± 1 0 ．0 ［Ⅴ］

いずれか」っ をジャンパ選択

入力コー ド ユニポーラ時 ：ス トレー ト ・バイナ リ

バイポーラ時 ：‘ォアセ ッ ト ■バイナ リ　 又は、

2 ，コンプ リメンク リ （ジャンパ選択 ）

出力イ ンピーダ ンス l Q　 以下 （f ＝ 1 K H z 以下）

出力電流 ± 5 m A　 M A X

分解能 1 2 ヒッ ト

絶縁耐圧 A C 5 0 0 V ／ 1 分 間■：出力部一論理 回路

セ トリング ・タイ ム 1 0 〟 S　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．
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ぢ

／オプション／

アナログ部（電流出力時）

出力チャネル 8 チャネル　 M A X　 （4 チ ャネル単位 ）

出力電流 レンジ 0 － 2 0 m A ／ 4 － 2 0 甲 A ・ （いずれかオータ時指定 ）

入力 コー ド ス トレー ト ・バ イナ リ

出力イ ンピー ダンス 1 0 G Q

最大負荷舷抗 5 0 0 Q

供給電圧 ＋ 1 3 ． 5 V （M I N ） ～　 ＋ 4 0 V （M A x ）

飽和電圧 ＋ 1 0 V

分解能 1 2 ヒッ ト

セ トリング ・タイム 2 0 ／J S

電流モ ジュール ・タイプ 0 － 2 0 m A タイプ ， 4 － 2 0 m A タイプ

オ フセ ッ ト誤差 工場 出荷時調整済み 工場出荷時調整済み

フルスケール誤差 工場 出荷時調整済み 工場出荷時調整済み

オ フセ ッ ト ・ドリフ ト ± 5 0 p p m ／ OC ± 5 0 p p m ／ OC

フルスケール ・ドリフ ト ±・5 0 ‾p p m ／ OC ± 5 0 p p m ／ OC

リニア リテ ィ誤差 ±0 ．0 2 5 ％ ± 0 ．0 2 5 ％
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電源・外形

電 源 単一　 ＋ 5 V　 ± 5 ％ 、 2 ．O A　 （M A X ）

ボ ー ド ・サ イ ズ ダ ブル ハ イ ト　 1 6 0 × 2 3 3　 m m

温度・湿度規定

動作 時 温度　　　　 0　 ～ ＋ 6 0 ℃．．
湿度　　 2 0　 ～　 8 0 ％　 結 虚 無

保 存 時 温度　　 － 1 0　 ～ ＋ 7 0 ℃

湿度　　 1 0　 ～　 9 0 ％　 ■結 露 無
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1－3　アドレス・マップ

BASE ADI用ESS†00H

O紺

04H

O6R

08E

OAH

OC打

OEH

lOH

12H

l相

16H

18打

lAH

Hm

lEH

2（柑

22H

24に

2用

28H

2AH

2CH

2E打

30H

3銅

34に

36H

38打

3AH

3CR

契沖掛

40に

42托

FElI

UPPER BYTE r LOWER BYTE

COm ROL RE飢STER O

DATA REOISTER　O

DATA REGISTER l

DATA RⅢISTER・－2

DATA REGISTm 3

DATA REOISTm　4

DATA REGISTER 5

DATA RE別STER 6．

DATA REGISTER 7

SYNCERONIZE REGISTER O

注）全アドレス空間バイト／ワード／ロング・ワードにてDTACK信号は発生致します。
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1－4　フロック図

PVME－323　　B L OC K

注）CM：電流モジュール（オプション指定：4チャネル単位）
電流ソースは外部供給にて、各モジュールに個別供給
又は、共通供給が行えます。
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第二章　取扱い方法



2－1　部品の確認

お買い上げ頂いたPVME－323の梱包を解いた時、下記の物があることを御確認下
さい。

・PVME－323　ユーザーズ・マニュアル・

・PVME－323　部品面スクリーン・カバー

・D－SUB37P　コネクタ及びハウジング・
・ジャンパー・ショート・ソケット・・■・・・

・保証書・・・‥・・・・・・・・・・・・・

…　…1部

・・・・・・1枚
・・・・・・1組
…　‥42個

（ボード実装分含む）
…　…1通

2－2　ご使用上の注意事項

・PVME－323をジャンパー設定変更等で、ラックから抜き差しする隙には、電源
を切って行い、また、・導電性のものの上に置いて作業して下さい。この時、人体アー
スを取ることもお忘れないで下さい。

・PVME－323をラックに入れて使用する場合、振動により接触不良が起きる事が
ありますので、パネル上下2カ所のネジを締めてご使用下さい。

・PVME－323には、ノイズの影響を極力妨げるため部品面側にスクリーン・カバ
ーが実装されていますが、半田面側には特にシールド対策をして■おりません。
従って、半田面側スロットは極力空けるか、もしくは、半田面倒スロットに装着され
るボードの部品商側にも、スクリーン・カバーを実装しこ使用されることを推奨いた
します。

・PVME－323を保存する場合、保存環境条件を満たし、直射日光を避け、静電破
壊を防そためには、半田面に導電性のものをつけて保存するようにして下さい。
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3－1　アドレス空間

PVME－323は、VMEシステムにて常にスレーブ・ボードとしてアクセスされま

す。特権状態は、ユーザ定義によりスーパーバイザ／非特権のどちらか一方、または、
両方の状態を選択することができます。

アドレス形式は、ショート（A16）、標準（A24）のアドレッシングから選択が行
えます。この時、格型式では256バイトを占有アドレスとして使用し、ベース・アド

レス（上位アドレス）は自由に設定が可能です。

3－2　アドレス形式（AMコード）

希望する状態をロークリ・スイッチ（LD5）にて設定を行います。

H E X コー ド ア ドレス ・モディファイヤ

5 4 3 2 1 0

アドレッシング

3 D H　 H　 H　 H　 L　 H 標準スーパーバイザ ■データ ・アクセ

3 9 H　 H　 H　 L　 L　 H 標準非特権 ・‾データ‾・アクセス

2 D H　 L　 H　 H　 L　 H ショー ト・スーパーバイザ ・．アクセス

2 9 H　 L　 H　 L　 L　 H ショー ト・非特権 ・アクセス

注）H：　HIレベル信号　　L：LOWレベル信号

3－3　ベース・アドレス

上位アドレスをロータリー・スイッチ（LD1－4）にて設定を行って下さい。
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3－4　アナログ出力方式

PVME－323は、ホストからVMEバスを通して、データをダイレクト
にDACに書き込む方式となります。

・基本動作

各出力チャネルに割当られたレジスタ（データ・レジスタ0－7）及び、全
てのチャネルに同時に書き込みを行う（シンクロナイズ・レジスタ）に対し

てデータを書き込む事で、セトリング・タイム10／上Sでのアナログ出力が
行えます

・操作

初期設定

電圧／電流出力時共通
1：AM　（LD5にて設定）
2：ベース・アドレス　（LD1－4にて設定）
3：出力レンジ（J2．3．7．8．12．13．17．18．22．23

・．27・28・32・33・37・38にて設定）
4：入力コード（バイポーラ時：2，コンプリメンタリ・コード使用時は

Jlにて設定。

5：電圧出力設定／電流出力時電源設定（J4．9．14．19．24．29
．34．39にて設定）

ソフトウェアーによるレジスタ操作

アナログ出力

（入力コードをD／Aコン／トタに書き込む）
チャネル単位のとき

1：データ一・レジスタ0－7に入力コードをワード・ライト

全チャネル同時のとき

2：シンクロナイズ・レジスタに入力コードをワード・ライト

（D／Aコンバータ出力の許可／不許可の設定）

1：コントロール・レジスタ0にデータ（1：許可、0：不許可）
を書き込む。不許可時は常に0V出力となります。
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・連続出力時の注意事項

同一又は、異なるチャネルにて連続して出力する場合、セトリング・タイムが
10／∠Sであることから書き込み間隔は最低10〟Sが必要ですので注意して下さい。
もし、規定時間以下での書き込みを行いますと設定値に対応したアナログ出力が
保障されません。
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4－1　レジスタ・フォーマット

4－1－1　CONTROL REGISTER O　（BASE十19H）

各チャネルのアナログ出力を許可／不許可（0V出力）に設定する為のレジスタ
です。1：許可／0：不許可となります。

D7　Ⅰ）6　1）5　Ⅰ）4　Ⅰ）3　　D2　　DI DO

‡ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 1／0

注）1：HIレベル信号／0：LOWレベル信号／＊・・：不確定

4－1－2　DATA REGISTER O　（BASE＋30H）
チャネル0に対して入力コードを書き込む為のレジスタです。
ワード単位での書き込みとなります。

D15　D14D13　D12Dll DlO D9　D8　D7　D6Ⅰ）5　D4　D3　D2　DI DO

＊ ‡ 1＊ ＊ M SB　←　　 A／D変換データ　　 →　L SB

注）MSB：最上位ヒット／LSB：最下位ヒット／ワード：16ピット

4－1－3　DATA REGISTER l　（BASE十32H）
チャネル1に対して入力コードを書き込む為のレジスタです。

ワード単位での書き込みとなります。

D15D14D13D12Dll DlO D9　D8　D7　D6　D5　D4　D3　D2　DI DO

‡ ‡ ＊ ＊■M S B　く－　　 A ／D 変換データ　　 →　 L S B

4－1－4　DATA REGISTER　2　（BASE＋34H）
チャネル2に対して入力コードを書き込む為のレジスタです。

ワード単位での書き込みとなります。

D15D14D13D12Dll DlO D9　D8　D7　D6　D5　D4　D3　02　DI DO

＊ ‡ ＊ ＊ M S B　く－　　 A ／D 変換デーク　　 ー＋　L S B

4－1－5　DATA REGISTER　3　（BASE＋36H）
チャネル3に対して入力コードを書き込む為のレジスタです。
ワード単位での書き込みとなります。

D15机4D13D12Dll DlO D9　D8　D7　p6　D5　D4　D3　D2　DI DO

‡ ‡ ‡ ‡ M S B　 ＜－　　 A ／ D 変換 データ　　 →　 L S B
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・4－1－6I）ATA REGISTER　4　（BASE＋38H）
チャネル4に対して入力コードを書き込む為のレジスタです。
ワード単位での書き込みとなります。

D15D14D13　D12Dll DlO D9　D8　D7　D6　D5　D4Ⅰ）3　D2　工）l DO

＊ ‡ ＊ ‡ M SB　く－　　 A／D変換データ　　 →　LSB

4－1－7　DATA REGISTER　5　（BASE＋3AH）

チャネル5に対して入力コードを書き込む為のレジスタです。
ワード単位での書き込みとなります。

D15D14D13D12Dll DlO D9　D8　D7　D6　D5　D4Ⅰ）3　D2　DI DO

‡ ‡ ‡ ‡ M S B・←　　 A／D変換デーク　　 ー＋　LSB

4－1－8　DATA REGISTER　6　（BASE＋3CH）
チャネル6に対して入力コードを書き込む為のレジスタです。
ワード単位での書き込みとなります。

D15D14D13D12Dll DlO D9　D8　D7　D6　D5　D4　カ3　D2　DI DO

＊ ＊ ＊ ＊ M S B　 ←　　 A ／I）変換データ　　 →　 L S B

4－1－9　DATA REGISTER　7　（BASE＋3EH）
チャネル0に対して入力コードを書き込む為のレジスタです。

ワード単位での書き込みとなります。

D151）14Ⅰ）13Ⅰ）12Dll DlOI）9Ⅰ）8　工け　D6　D5　D4　D3Ⅰ）2　DI DO

＊ ‡ ‡ ‡ M S B　 ←　　 A／D 変換データ　　 →　 L S B

4－1－10　SYNCHRONIZE REGISTER O　（BASE＋40H）

全てのチャネルに対して入力コードを同時に書き込む為のレジスタです。
ワード単位での書き込みとなります。

D15p14Ⅰ）13Ⅰ）12Ⅰ）ll DlOI）9Ⅰ）8　D7　D6　D5　D4　D3　D2Ⅰ）1Ⅰ）0

‡ 凄 ‡ ＊ M S B　く－　　 A／D変換データ　　 →　 L S B
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5－1　出荷時のジャンパー設定

出荷時のジャンパー設定は次のようになっています。

設　 定　 項　 目 ジャンパー ・ナ ンバー 出　 荷　 時　 設　 定

A M コー ド L D 5 特権／非特権の標準

ベース ・ア ドレス L D 1 －4 4 E　 O O O O （H ）

入力コー ド J l ユニホ〇一ラ時 ：ストレートハ●イ刈
ハ●イホ〇一ラ時 ：オフセサトハ●イナリ

チ ャネル 0 ユニホ〇一ラル イホ〇一一ラ す2 バ イポー ラ

チ ャネル 1 ユニポーラ／ハ◆岬 －ラ J 7 バイポーラ

チ ャネル 2 ユニホ〇一ラル●イホOr－ラ J ■1 2 バイポーラ

チ ャネル 3 ユニホ〇一ラ／ハ●イホ〇一ラ J 1 7　r バイポーラ

チ ャネル 4 ユニホ〇一ラ／正付 －ラ J 2 2 バイポーラ

チ ャネル 5 ユニホ〇一ラ／八●イホ〇一ラ J 2 7 バイポーラ

チ ャネル 6 ユニホ〇一ラル●1ィホ〇一ラ J 3 2 バイポーラ

チ ャネル 7 ユニポーテル●イホ〇一ラ J 3 7 バイポーラ

チ ャネル0 レンジ J 3 ± 1 0 V レンジ

チ ャネル 1 レンジ J 8 ± 1 0 V レンジ

チ ャネル 2 －レンジ J 1 3 ± 1 0 V レンジ

チ ャネル 3 レンジ ■ J 1 8 ± 1 0 V レンジ

チ ャネル 4 レンジ J 2 3 ± 1 0 V レンジ

チャネル 5 レンジ J 2 8 ± 1 0 V レンジ

チャネル ■6 レンジ J 3 3 ± 1 0 V レンジ

チャネル 7 レンジ J 3 8 ± 1 0 V レンジ

チ ャネル 0 電圧／電流出力 J 4 電圧

チャネル 1 電圧／電流出力 J 9 電圧

チ ャネル 2 電圧／電流出力 J 1 4 電圧

チ ャネル 3 電圧／電流出力 J ■1 9 電圧

チ ャネル 4 電圧／電流出力 J 2 3 電圧

チ ャネル 5 電圧／電流出力 J 2 8 電圧

チ ャネル 6 電圧／電流出力 J 3 3 電圧

．≠ ヤネル 7 電圧／電流出力 J 3 8 電圧

注）電圧／電流出力は購入時オプションにて電流指定のみ電流出力となります。

一14　－



5－2　アドレス形式（AMコード）

AMコードはロークリ・スイッチ（LD5）にて設定をおこないます。

LD5

デフォルト債

2

設定値 ▲　ア ドレッシング形式

0 標準・特権 ・デート・アクセス．

1 標準非特権 サ㌧車アクセス

2 標準 ・特権／棲準 ・非特権　 O R

3 ショート特権 ・カセス

4 ショート非特権 ・アクセス

5 ショート特権／シヨヰ 非特鱒 O R

注）1：設定値6～刑は禁止

5－3　ベース・アドレス

ベース・アドレスはロークリ・スイッチ（LDl～4）にて設定します。

LDl

LD2

LD3

LD4

デフォルト債

4

デフォルト値

E

デフォルト値

0

デフォルト億

0

アドレス ロークリ・スイッチ 姦定借

A 2 3 ～2 0 L D l 0 ～F

アドレス ロータリ・スイッチ 設定値

A 1 9 ん1 6 L D 2 0 ～F

ア ドレス ロークリ・スイッチ 設定値

A 1 5 ～ 1 2 L D 3 0 ～F

ア ドレス ロ⊥クリ・スイッチ 設定値

A l l～8 L D 4 0 ～F
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5－4　入力コード

2’コンプリメンクリ・コードをジャンパー（Jl）にて選択する事が出来ます。

園
デフォルト値

バターン1

J l設定 入力コー ド

園
パターン1
ユニポーラ ：ス トレー ト㌧バイナリ

バイポーラ ：オフセット・バイナリ

回
パターン2
ユニポーラ ：禁止

バイポーラ ：2 ’コンプリメンクリ
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5－5　出力レンジ

出力レンジの設定は各チャネルに対応するジャンパーにてジャンパ①、②の様に行いま
す。
ジャンバ対応表

チ ャネル ジャンパ① ジャンパ②

0 ． J 2 J 3

1 ＿ J 7 J 8
2 J 1 2 J 1 3

3 J 1 7 J 1 8

4 J 2 2 J 2 3

5 J 2 7 J 2 8

6 J 3 2 J 3 3

7 J 3 7 J 3 8

ジャンバ①、②設定

1
　
3
5
7

ジャンバ①
1■

［享釘
デフォルト値
バイポーラ

ジャンパ②

吾
デフォルト値
±10V

1
［享亘］

ユニホ〇一ラ／ハ●イホ〇一ラ

ハ◆イホ〇一ラ

1
［亘亘］ ユニホ〇一ラ

1 ●○

3 ●0

5 0 0

7 0 0

八●イホ〇一ラ時 ユニホ〇一ラ時

±10V 禁止

1 ●●

3 00

5 0 0

7 0（⊃

±　5　V 0～10V

1 ●●

3 ●●

5 0 0

7 0 0

±2．5V 0～5V

1 ●●

3 ●●

5 ●●

7 ●●

禁止 0～2．5V
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5－6　電圧出力タイプ設定　（標準品）

PVME－323は御注文の際に電流出力のオプション指定のない場合は電圧出力タイプ
にて御使用頂くことになります。
又、各設定は工場出荷時に各チャネル毎にデフォルトが次の様に設定されていますのが、
御使用前にもう一度、御確認願います。

1）電圧出力時のジャンバ設定

ジャンバ設定

■‡8釘
1　3　5

デフォルト値

電圧出力

注）○：ジャンパ・オープン
●：ジャンバ・ショート

チャネル／ジャンバ対応

ビン番号 設定 内容

1 電圧出力

3 電流出力 （個別電流 ソース）．

5 電流出力 （共通電流 ソ「ス）・

注）篭淫打撃新野詣左記曽掌チ有効ですので

チ ャネル ジャ ンバ

0 J 4

1 す 9

2 J 1 4

3 J 1 9

4 J 2 4

5 J 2 9

6 J 3 4

7 J 3 9
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5－7　ジャンパ／ロークリ・スイッチ配置図

LD3　　　LD4

□□

竃竃…
］

琶

…
［
］
・

…
□

…
［
〓
］

…
□

J17　　J12　　　J T J2

⊂コ　［コ　［：コ　［コ

Jl‘8　　　　J13　　　　J　　8　　　　J　3

口］［］

□□□□□□［コロ
J39J3」lJ29J　24J19J14J O J　4

部品面倒
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第六章　コネクタ　アサイン



〇cm（DSUB‾37ビン）空み‰紺誹粘錯潤A）（DDE製）
19　0　0　0　………‥＿……・0　0　01
37　0　0　0．…………　0　0　0　20

DSUBコネクタ　（正面図）

○　ピン　アサイン表

ビン番号 信号ニーモニック ビン番号 信号ニーモニック‾

1 VOUTO ／IPSO 20 VRETO

2 IOUTO 21 AGND

3 VOUTl ／IPS l 22 VRETl

4 IOUTl 23 AGND

5 vouT2 ／IPS云 24 VRET2

6 IOUで2 25 AGND

7 VOUT3 ／IpS3 26 VRET3

畠 IOUT3 27 AGND

9 VOUT4 ／IPS4 28 VRET4

10 IOUT4 29 A甜D

11 VOUT5 ／IPS5 30 VRET5

12 IOUT5 31 A甜D

13 VbuT6 ／ IPS6 32 VRET6

14 IOUT6 33 AGND

15 VOUT7 ／IPS7 34 VRET7

16 IOUT7 35 AGND

17 IPSALL 36 AGNI）

18 AOND 37 AGND

19 AOND

注）VOUT
VRET

IPS

IpSALL

IOUT

AGND

アナログ電圧出力時の出力

貫琵謂昆指等錫姦
章二蔓…

電源入力
アナログ電流出力時の外部電源入力

琵ヲ謂雪間弊菅野力
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6－2　VME bus　コネクタ（Pl）

O Plコネクタ（D川コネクタ　　96ビン）：100－096－053（PAM川IT製）

32　3130 3　2

DINコネクタ（正面図）

O Plコネクタ　ビンアサイン表

ビン番号 列 a の信 号 ニ ーモ ニ ック 列 b の信 号 ニー モ ニ ック 列 C の信 号 ニー モ ニ ック

1 D O O B B S Y ＊ D O 8
2 D O l B C L R ＊ D O 9
3 D O 2 A C F A I L ＊ D l O
4 D O 3 B G O I N ＊ D l ・1

′／ 5 D O 4 B G 0 10 U T ■ D l 2

塞専断
；よ‡】

．：：遷 ．＊
ぢ：■：ヨ

診： 5 1：；：ミlr㌘！；3；；：’ ≡二・一；・・三・＝・2－！・コ・て等■・一・千・！l：l ＊j
・～量・完；：三二

．．＃ ▲
11 G N D B G 3 0 U T ＊ 白甘 R 豆 ■
12　■ D S l ＊ B R O ＊ S Y S R E S E T ＊
13 D S O ＊・ B R l ＊ L W O R D ＊　‾
14 W R I T E ＊ B R 2 ＊ A M 5

；ニ；こ；＝ミニ≡こ：，ミ；二は j土≒諸…：；芯旦 N 急ir．】乙．H∴．．こ．；畿・∴＝；芯．三言‘，と…＝：云≡≡……二三二二i！： B R 3 ＊ A 2 3

・．こ≡．■l■：三こ・きコとと毒霊jき；・！

日当■：▲ 蛸

E
E
N
R
R

甘‥＝j 1∴8

7
6
5
4
3

Ⅰ
Ⅰ

A
A

；．；占．患

S
S

G
Ⅰ

．Ⅰ

1■■■■●●‥

2
3
4
5．．＝”．＝．，．

e R ■‡‥N li

C K O U T ＊
4
7

．＿．．旦 ；，こ．

R C
R D

L

■
■

K （
T ■

日
日）

1
1
1
1
1

D
Q 7
Q 6

；■：・コ・‡ ・：・描1．；t；・どこ；王l ・：・：．11 l 王l　量l
l ‡

：

王 1＝‥三てこ：◆■二三≡三

2 ＋

蓋等

Ⅴ ■
十
十

！5

5

占守 十 1

5

2

Ⅴ

∨き■畠せ
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6－3　コネクタ配置図

部品面側
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7－1　　調整

各チャネルのアナログ調整は以下1～4項について順番に行います。

1：基準電圧調整

．次の表に従って基準電圧を調整して下さい

トリマ番号 測定ポイ ン ト 調整値 （Ⅴ）

V R 2 5 T 7 － T 8 ＋ 1 0 ．0 2 0

2：オフセット

表1から対応するレンジのオフセット値を選びこ　この値になるように各チャネル
に対応するトリマーを調整する。この時、各チャネルとも2ヶ所の調整トリマーが
ありますが、次の表に示す通り上段、下段の順番にて調整して下さい。
又、各チャネルに対する設定コード値は000（HEX）です。

．チャネル番号 トリマ番号 測定ポイン ト 調整値 （Ⅴ）

0 V R　 2 T 1 7 －T　 9 0 ．0 0 0 0

0 V R　 l C N l ・：2 1 －　 1 表 1 参照

1 V R　 5 T 1 7 －T l O 0 ．0 0 0 0

1 V R　 4 C N l ：2 3 －　 3 表 1参照

2 V R　 8 T 1 7 －T l l 0 ．0 0 0 0

2 V R　 7 C N l ：2 5 －　 5 表 1参照

3 V R l l T 1 7 －T 1 2 0 ．0 0 0 0

3 V R l O C N l ：2 7 －　 7 表 1参照

4 V R 1 4 T 1 7 －T 1 3 0 ．0 0 0 0

4 V R 1 3 C N l ：2 9 －　 9 表 1 参照

5 V R 1 7 T 1 7 －T 1 4 0 ．0 0 0 0

5 V R 1 6 C N l ：3 1 －1 1 表 1 参照

6 V R 2 0 T 1 7 －で1 5 0 ．0 0 0 0

6 V R 1 9 C N l ：3 3 － 1 3 衷■1 参照

7 V R 2 3 T 1 7 －で 1 6 0 ．0 8 0 0

7 V R 2 2 C N l ：3 5 － 1 5 表 1 参照
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3：ゲイン調整

ジ
る
る

ン
す
す

レ
整
対

る
調
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す
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応
－
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対
マ
ヤ

ら
リ
チ

か
ト
各

l
る
、

表
す
又

のゲイン値を選び、この値になるように各チャネルに対応

設定コード値はFFF（HEX）です。

チャネル番号 トリマ番号 ＝ 測定ポイント 調整値 （Ⅴ）

0 ⅤR　 3 C N l ：2 1 －　 1 表 1参照

1・ V R　 6 C N l ：2 3 －　 3 ■　表1参照

2 V R　 9 C N l ：2 5 －　 5 表 1参照

3 V R ．1 2 C N l ：2 7 － ■7 表 1参照

4 Ⅴ虫 1 5 C N l ：2 9 －　 9 表 1参照

5 V R 1 8 C N l ：3 1 －1 1 表 1 参照

6 V R 2 1 C N l ：3 3 －1 3 表 1 参照

7 V R 2 4 ・ C N l ：3 5 － 1 5 表 1参照

4：センター・ポイント確認

苧言言責夢竺鮎逼撃誓；鐸昌男表竺詣
を行います。

た
もし、規定値外であれば対応するチャネルのオフセット、ゲインたらい七再度醜整

をセットした時、表1から対応
なっていることを確認します。

チ ャネル番号 ． 測定ポイン ト 確認値 （Ⅴ）

0 C N l ：2 1 －　 1 表 1 参照

1 C N l ：2 3 －　 3 表 1 参照

2 C N l ：2 5 －　 5 表 1 参照

3 ■　C N l ：2 7 －　 7 表 1 参府

4 C N l ：2 9 －　 9 表 1 参照

5 ・C N l ；3 1 － 1 1 ， 表 1 参照

6 C N l ：3 3 ⊥ 1 3 表 1 参照

7 C N l ：3 5 － 1 5 表 1 参照
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表1：

出 力 レ ン ジ オ フ セ ッ ト （Ⅴ ） ゲ イ ン （Ⅴ ） セ ン タ ー

±　 1 0 ． 0 V － 1 0 ． 0 0 0 0 ＋ 9 ． 9 9 5 1 ■ 0 ± 2 ． 4 4 （m V ）

±　　 5 ． 0 V －　 5 ． 0 0 0 0 ＋ 4 ． 9 9 7 5 0 ± 1 ． 2 2 （m V ）

±　　 2 ． 5 V －　 2 ． 5 0 0 0 ＋ 2 ． 4 9 8 7 0 ± 6 1 0　 （〟 Ⅴ ）

0 － 1 0 ． 0 V 0 ． 0 0 0 0 ＋ 9 ． 9 9 7 5 0 ± 1 ． 2 2 （m V ）

0 －　 5 ． 0 V ■　0 ． 0 0 0 0 ＋ 4 ． 9 9 8 7 0 土 6 1 0　 （〟 Ⅴ ）

0 －　 ＿2 ． 5 V 一■　0 ． 0 0 0 0 ＋ 2 ． 4 9 9 3 0 ± 3 0 5　 （〟 Ⅴ ）

注意）表記について

測定ポイント：Txx－Txxは左側GND／右側＋側
（ボード上のテスト・ビン番号）

：CNl：ⅩⅩ－ⅩⅩは左側GND／右側＋側
（フロント側コネクタCNlのビン番号）
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7－3　トリマー配置図
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8－1　サンプル・プログラム

8－1－1チャネル0～7にてフル・スケールでの三角波出力

データ・レジスタ0～7操作時：

／‡＊‡＊‡＊‡HH＊＊＊‡‡＊＊＊‡‡＊＊‡‡‡＊＊H＊‡＊＊HHH＊＊‡‡＊‡‡‡‡‡‡／

／＊　　PVME－323SAMPLE PROGRAM　　　　　　　　　＊／

／＊　　　　　　USE REm・STER DATA REGISTER0－7　‡／

／＊　　　　　　　　　　　　　　川TE紺Ⅰ‡．川C　‡／

／＊‡‡＊‡‡＊＊‡‡＊＊＊‡‡＊＊‡‡＊‡＊＊＊＊＊HH＊‡＊＊‡＊‡＊＊‡‡‡＊＊＊‡‡＊‡＊＊／

＃include　　　　くStdio．h〉

＃define BASE Oxfe4eOOOO

／ト……一一一‡／

／‡main　＊／

／仁一…一一一一＊／

m8in（）

t

unsigned e症r eh；
unsigned short data，time；

unsignedlong time；

time＝0Ⅹfff；　　／‡W8it time‡／

On（）；

While川
t

for（i＝0；k4096；i†十）

t

for（ch＝0；ehく8；eh＋†）

i

Out（eh，data）；

Wait（time）；

I

l

for（i＝4096；i〉0；i…）

t

for（eh＝0；ehく8；ehH）

t

Out（eh，dat8日
Wait（time）；

I

I

I

I

／＊eh0－70utput en8ble‡／

0
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OnO

t

unsigned ehar＊eregO；

eregO＝（unsigened ehar＊HBASE†0Ⅹ．19）；

‡eregO＝0Ⅹ01；

）

／‡output enable‡／

0ut（eh，data）

unSigned ehar eh；

unslgned short dat8；

（

unSigned short‡drO，＊drl，＊dr2，‡dr3，＊dr4

drO＝（unsigned short＊日8ASE＋0Ⅹ30）；

drl＝一（unsigned s ort‡HBASE†0Ⅹ32）；

dr2＝（unsigned short辛目BASE†0Ⅹ34日

dr3＝（uns子脚dshort＊川ASE抽3机
dr4＝（unslgned short‡HBASE＋0Ⅹ38）；

dr5＝（unSigned Short‡HBASE†0Ⅹ38）；

dr6＝（unsigned short‡HBASE＋0Ⅹ3C）；

dr7＝（unsigned Short‡日BASE†0Ⅹ3e）；

Syr＝（unSigned short‡日BASE†0Ⅹ40）；

data＝（data＆0ⅩOfff）；

SWitehreh）

t

eaSe O：

相rO＝data；break；
eaSel：

＊drl＝dat8；break；

e13e　2：

‡dr2＝d8t8；break；

eaSe■3：

‡dr3＝data；bre8k；

eaSe　4：

掴r4＝■dat8；bre8k；

ease　5：

‡dr5＝data；break；

eaSe　6：

‡dr6＝dat8；b．reak；

eaSe　7：

‡dr7＝data；break；

e由e　8：

如yr＝data；break；

default：

彙
T
　
＊
　
●
サ
　
彙
r
　
彙
丁
　
量
T
　
▲
士
で
　
女
丁
　
量
T

／

／

／

／

／

／

／

／

／

‡d蛛‡dr6，‡d叶
data register

dat8register

data register

d8ta register

data register

d8ta regiSter

data regiSter

data regiSter

0
　
1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7

■
r

V

■

／

／

／

／

／

／

／

／

S

　

量

T

　

＊

　

量

丁

　

量

丁

　

彙

丁

　

彙

丁

　

豊

丁

　

彙

T

＊

SynehroniEe register

／‡12bit m8Sk‡／

／‡ehannel O‡／

／‡ehannell＊／

／‡ehanpe12‡／

／‡ehanne13‡／

／‡ehanne14‡／

／‡ehanne15‡／

／‡ehanne16‡／

／‡¢hannel、7‡／

／＊ehnnel0－7‡／

printf（■苧n‡eh number error，）；
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冊it（time）

unsignedlong time；

t

for（y＝0；iくtime；iH）

（

／‡time eounも＊／

I

I

OffO

t

unslgned ehar‡¢regO；

eregO＝（unsigned ehar‡HBASE†0‡川；

如regO＝0Ⅹ00；

I

／ト一一一一一…一一一‡／

／‡　e．0．f　‡／

／トー……一一…－＊／

／‡0両disable＊／

注：1）ベース・アドレスはBASEにてfc4eOOOOに設定されていますので
アプリケーションに合わせ御変更願います。

2）wait（）による時間はソフト・ウェアー・タイマの為、ご使用になるCPU
により異なりますので、ユーザーにて御変更願います○
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8－1－2　チャネル0～7にてフル・スケールでの三角波出力

シンクロナイズ・レジスタ操作時：

／‡‡‡＊‖＊‡＊‡＊‡HH‡…HHH‡＊‡相対＊HHHH‡＊‡HHH／

／‡　pVME－323SAMPLE PROGMM　　　　　　　　‡／

／‡　　　　　USE REGISTER SYNmRONIZE　　　　＊／

／＊　　　　　　　　　　　　　　　川TERNI‡．川C　‡／

／‡＊＊‡＊‡＊＊‡＊＊‡＊‡＊＊＊‡＊＊HH＊HH＊‡＊‡‡＊‡＊‡HHHHHH打

損nelude　　　　くStdio．h〉

＃define BASE Oxfe4eOOOO

／卜丁一一一一＊／
／‡皿81n　＊／

／＊…一一一一一一‡／

mainO

t

unsigned ehar eh；

unsigned short data，time；

unSignedlong time；

eh＝8；　　　　／軍Synehronize ehnnel＊／

time：0Ⅹfff；　　　／＊wait time＊／

On（）；　　　　　　／‡ch0－70utput enable＊／

油ile（1）
f

for（data＝0；d8taく4096；dataH）

f

Out（ch．data）；Wait（time）；

I

for（data＝4096；data〉0；data…）

t

Out（ehldata）；W8it（time）；

I

I

l

／‡eh0－70ut＆write wait‡／

／‡ehO0両＆write wait‡／
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OnO

t

unsigned ehar如regO；

eregO＝（unSigened ehar＊HBASE†0Ⅹ19日

‡eregO＝0Ⅹ01；

‡

0両（eh，data）

unSigned char eh；

unsigned short dat8；

l

unSigned short＊drO，＊d

drO＝（unsigned short

drl＝（unSigned short

dr2＝（unsigned抽ort

dr3＝（unsigned short

dr4＝（u隼gned short
dr5＝（unsigned short

dr6＝（unsigned short

drT＝（unSigned short

Syr＝（unsigned short

1

　

）

　

）

r
　
ム
l
T
　
士
T

／‡output enabl．e‡／

‡dr2，‡dr3，拍r4，拍r5，拍r6，‡dr7，
（BASE十0Ⅹ30）

（BASE†0Ⅹ32）

辛目BASE†0Ⅹ34）

＊HBASE†0Ⅹ36）

‡日BASE†0Ⅹ38）

＊HBASE†0Ⅹ38）

＊HBASE†0Ⅹ3e）

＊HBASE†0Ⅹ3e）

＊HBASE†0Ⅹ40）

data＝（data＆0ⅩOfff）；

SWiteh（eh）

l

eaSe O：

＊drO＝data；break；

eaSel：

‡drl＝data；break；

CaSe　2：

＊dr2＝data；bre8k；

eaSe　3：

‡dr3＝data；break；

C8Se　4：

拍r4＝data；bre8k；

eaSe　5：

相r5＝d8ta；break；

e8Se　6：

‡dr6＝dat8；bre8k；

eaSe　7：

‡dr7＝data；break；

e・aSe　8：

‡syr＝d8ta；bre8k；

def8ult：

／‡data register

／‡data register

／‡data regiSter

／＊data register

／‡dat8r攣
／‡dat8regl

T
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／＊data regiSter

／＊data register
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豊
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T

／＊synehronize negister‡／

ハ12bit mask書／

／‡ehannel O‡／

／‡eh8nnell書／

／＊ehanne12‡／

／‡ehnne13‡／

／‡ehanne14番／

／＊ehanne15‡／

ノ‡ehanne16‡／

／‡ehanne17‡／

／‡eh8nnel0－7‡／

printf（”￥n‡eh number error’）；
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Wait（time）

血signedlong time；
f

for（y＝0；iくtime；i＋†）

（

／＊time eount蕃／

I

I

Off（）

t

unSigned ehar叫regO；
CregO＝（unsigned char‡HBASE†0Ⅹ19）；

‡eregO＝0Ⅹ00；

‡

／ト一一一一一一一一…‡／

／＊　e．0．f　‡／

／‡一一一一一一一一…－＊／

／‡out disable‡／

注：1）ベース・アドレスはBASEにてfe4eOOOOに設定されていますので
アプリケーションに合わせ御変更願います。

2）wait（）による時間はソフト・ウェアー■タイマの為、ご使用になるCPU

により異なりますので、ユーザーにて御変更願います。
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8－1－3　関数概要

1）out（ch，data）：各チャネルのアナログ出力

引き数：Ch…　‥チャネル番号　　0：チャネル
1：チャネル
2：チャネル
3：チャネル
4：チャネル
5：チャネル

チャネル
チャネル

0

1

2

3

4

5

6

7

シンクロナイズ（チャネル0－7）同時出力

data‥・コード設定値　12ヒットD／A変換コード

返　債：なし

エラp時：指定外チャネル番号入力時、’’ch number error’〃表示

2）on（）：出力イネーブル

引き数：なし

返　値：なし

3）off（）：出力ディセーブル

引き数：なし

返　値：なし

4）wait（time）：ソフト・ウェア・タイマー

引き数：符号なしロング型整数

返　値：なし
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9－1　アプリケーション　・

9－1－1　変換コード

1）ストレート・バイナリ（ユニポーラ・レンジ設定時）
出力レンジ：0～10Vを例に示します。

変換コード 出力値

M S B　　　　　　　　　　 L S B （出力値は少数点第 5 位以下切り捨て）
11 ‾了 1 1 1 1 1 1 1．1 1 ’9 ．9 9 7 5 V

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 9 ．9 9 5 1 V

100000000000 5．0000V

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 ．0 0 2 4 V

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ．0 0 0 0 V

、　　　2）オフセット・バイナリ（バイポーラ・レンジ設定時）
出力レンジ：－10～＋10Vを例に示します。

変換コード 出力値

M S B　　　　　　　　　 L S B （出力値は少数点第 5 位以下切り捨て）

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ＋　　 9 ．9 9 5 1 V

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 ＋　 9 ．9 9 0 2 V

100000000000 0．0000V

0 00 0 00 0 00 0 0 1 －　　9．9 95 1V

0 00 0 00 0 0 00 0 0 －10．0 00 0V

3）2’コンプリメンクリ（バイポーラ・レン．ジ設定時）
出力レンジ：－10～＋10Vを例に示します。

変換コード 出力値

M S B　　　　　　　　　　 L S B （出力値は少数点第5 位以下切り捨て）

0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ＋　　 9 ．9 9 5 1 V

0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 ＋　　 9 ．9 9 0 2 V

000000000000 0．0000V

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 －　　 9 ．9 9 5 1V

10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － 10 ．0 0 0 0V
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9－－1－2　ノイズ

ノイズは、信号線に対して抵抗結合、静電誘導結合、電磁誘導結合の三つの結合が考え
られます。

又、周波数帯域によるノイズの分類と性質は次の表の様になります。

分顆 ノイズ発生源 －　ノイズの性質

直流及び超低周波 熱起電力 、電気化学的な起電力、 ・信号 との分離が困難 。
直流機器配電線、直流装置、鉄道 ・一般 的なノイズで、誘導

防止法及び、計器内での

対策 は確立 。

・周期性、対称性あ り。

．商用周波数 とその 交流機器配電線、交流装置、電源

高調波 装置、電源線、計器

高周波及び無線 高周波加熱炉、超音波洗浄器 ・電磁波と して伝搬、配線
・周波 トランシーバ、放送局 に誘導すると計器内の非 ．

線形素子によ り、直流、

低周波成分 に変換、障害 を

起 こす。

イ ンパルス性及び リレー、ブザー、遮断器 、開閉器 ・大 きさ、周波数、発生確立

広 帯域周波 けい光灯 、サイ リスタ制御装 置、 ともランダム。

溶接機 、・接触手付 き電動機、＿ ・誘導 しやす く、計器の誤差

スイ ッチ ング電源、誘導雷 動作の原 因とな りやすい 。

特にデ ィジタル 回路では論

理がひっ くり返 るのでや っ

かい。

信号練は原則として電力線とは別のダクトにて配線するのが理想的です。

ただし、．遠ざける事の困難な場合、少なくとも次の表に掲載された距離を離すことが好ま
しいとの文献がありので表記致します。

電力線容量 電力線 と信号線間の最低隔離距離

1 2 5 V　　 l O A 1 2 インチ （ 3 0 ．5 c m ）

2 5 0 V　　 5 0 A 1 8 インチ （ 4 5 ．7 c m ）

4 4 0 V　 2 0 0 A 2．4 インチ （ 6 1 ．0 c m ）

5 k V　 8 0 0 A 4 ’8 インチ （1 2 2 ．0 c m ）
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ノイズ対策としては静電結合については、信号源側の1点接地による静電シールト
ケーブル、・電磁誘導癒合についてはツイスト・ヘア線により重畳ノイズを相殺する
方法が一般的です。
このことから、鹿実な処理としてはシールド付きツイスト・ベア線の使用が最適と
考えられます。
又、ツイスト・ベア線の試験結果が文献に記載されてましたので、参考までに表記致
します

試 験条 件 ノイズ減 衰 度

平行 導 線 1 ：1　　 0 d B

4 イ ンチ 間 隔の ツ イス ト 1 4 ：1　 2 3 d B

3 イ ンチ 間 隔 の ツイス ト 1 7 ：1　 3 7 d B

2 イ ンチ 間 隔 の ツイス ト 1 1 2 ：1　 4 1 d B

1 イ ンチ 間 隔 の ツイ ス ト 1 4 1 ：1　 4 3 d B
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9－1－3　PVME－323アナログ出力とターゲット接続

’’9－1－1ノイズ’’の項をもとに接続は以下に示す方法を推奨致します。

電圧出力時

電流出力時（電流ソース個別供給）

電流出力時（電流ソース共通供給）
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第十章　その他



10－1　その他

10－1－1　オーダーリング・インフォメーション

「′■■′－′■′一′一′■－′一°′■‾′■‾′■‾′‾′一‾′‾′‘■〝‘‾′‘‾′‘■〝‘‾′1

ミ電圧出力タイプ（標準品）　　ミ
レ′■■′■．■′－′■■r′■一・′■－′■■′－′■■′－′1－′－ノーr′■■′′－′■■■′■■′■一・′▲

PVME－323

▼′－′－′■－′－′■－′－′－′■■′′■■′′■■′′－′■■■′－′－′一■′－′－′■■■′■l

‡電流及び混在出力タイプ（指定品）ミ
し．＿．．＿．．＿′＿′＿′＿．′＿′＿．．■．．＿．．＿′－．．＿′．＿．＿′＿．．＿．．＿．▲

注）電流出力タイプはオーダー時の指定チャネルごとにハードウエア的に設定を行う為、
単一チャネルにて両出力が行われるものではありませんので御注意下さい。
ジャンバ設定により電圧出力タイプへの切り換えは可能です。

OPT‾323C在

電流出力搭載チャネル位置

1：0～3チャネル
2：4～7チャネル

A：全チャネル

電流出力タイプ

0：0－20mA

4：4－20mA

お客様へのお願い）

弊社では一度出荷致しました製品についてのハードウエア的な変更は基本的に
受け給う事ができませんので御注文の際には、御間違いのないよう十分に御注
意下さい。

1994年3月　M323－1（第一版）

・本マニュアルの内容については、予告なく変更修正する場合があります。
・本マニュアルに記載されている以外のご使用によって損害が発生した場合、
当社では責任を負いかねますのでお取扱いには十分ご注意下さい。

インターニックス株式会社
八王子開発センター

〒192　東京都八王子市高倉町59－10
TEL．0426（48）5200
FAX．0426（48）5201
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